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「平成２９年度 第３回大月みらい協議会」 

 会 議 概 要 

 

日  時  平成２９年８月１０日（木）午後７時から午後９時まで 

場  所  大月短期大学 会議室 

出 席 者  委員１５名（６名欠席） 

小笠原則雄、長田弘、小池幹彦、佐々木啓吉、佐藤茂幸、志村淳、志村賢二、 

庄司有紀、中島啓介、仁科美芳、福嶋尚美、藤井真弓、三木範之、山口明秀、 

渡辺勝 

【事務局】 兼子総務部長、石井企画財政課長、井上地域活性化担当リーダー、榎本、堀内 

 

 

１．志村議長あいさつ 

皆さんこんばんは。８月７日の台風は皆さん大変だったかと思います。また、遠くから来

た方もご苦労様でございます。貴重な時間ですので、簡単ですみませんが挨拶に代えさせて

いただきます。今日はよろしくお願いいたします。 

 

２．議 題 

（１）平成２９年度第２回会議概要について 

・平成２９年度第２回会議概要の市ホームページへの公開について承認された。 

 

（２）大月市ふるさと教育 問題特定ワークショップのまとめについて 

【志村議長】 

 前回の会議終了後に早々に打合せを行ったところ、本日の第３回の会議は、前回と同じよ

うな形で進めた方がいいだろうと考えました。また、ここ数日の間、皆さんから様々な貴重

なご意見をいただきました。 

例えば、前回の会議のときに、ワークショップの説明があったときに、その場で自分の考

えをまとめることが中々できなかったという話や、考えをまとめようとしたときに、他の人

達の意見を聞いている間がなかったという話がありました。また、今少し議論をしたいとい

う意見もありました。 

そのようなことも踏まえながら、本日の会議では、これから佐藤副議長が説明いたします

が、できるだけ時間をかけて、皆さんと議論していただきたい。意見交換をしていただきた

いと思います。それが大きな目的の一つでございます。それでは、ここから先の進行は佐藤

副議長にお任せしたいと思います。よろしくお願いいたします。 
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【佐藤副議長】 

 皆様、あらためましてこんばんは。これからの進め方についてご説明申し上げます。今日

は再確認も踏まえて、あらためてワークショップをしたいと思います。 

 何点か確認をして、すぐに議論に入っていきたいと思います。前回、「大月市ふるさと教育

問題特定シート」を、グループごとに２つ、３つ、４つにまとめてもらいましょうというこ

とになりました。その問題特定シートをこのみらい協議会で１０個くらいにまとめて、教育

委員会に提出をします。そして教育委員会の方からこちらにフィードバックしてもらって、

教育委員会で１つ、２つテーマを決めてもらって、決めてもらったテーマに基づいて、さら

に私たちにできる企画を考えていきましょうという流れであったかと思います。 

ただ、前回、問題を完全に特定しきれなかったり、時間が足りなかったという話がありま

した。そこで、もう一度ワークショップをやってみたいと思っています。 

まず、議論を始める前に、Ａグループ、Ｂグループ、Ｃグループの進捗状況の確認をした

いと思います。Ａグループはシートを５個出していただきました。この５個について、もう

少し整理が出来るかもしれませんし、新しい意見が出るかもしれません。さらに議論を進め

て深くしていただければと思います。Ｂグループについては、時間の兼ね合いの中で、１個

にまとめていただきましたが、１個が２個、３個になっても構いませんので、もう一度、こ

の問題特定シートを整理して議論していただければと思います。Ｃグループでは、宿題とい

うことになっていたようですので、それを出し合ってもう一度議論していただければと思い

ます。今日は時間をたっぷり使って議論していただければと思います。 

 もう一つ説明させていただきます。問題特定シートは２段構えになっていて、１つは「何

が問題なのか」ということです。大月市のふるさと教育はかなりテーマが広くなっています。

いろいろな問題がそこに混在しているということを私たちは認識しています。皆さんそれぞ

れの立ち位置によって、問題の在り方が違ってくると思います。そこから議論がスタートし

てくると思いますが、とは言っても根本的な問題として集約できるかもしれません。１つに

まとめるということではないのですが、なるべく集約をしていただければと思います。 

今回は、この「問題」にスポットを当てていただきたいと思います。２つ目の「何をやる

か、何をやりたいか」ということは、ちょっと後に回していただきたいと思います。例えば、

いきなり「キャリア教育やりましょう」という前に、「何がふるさと教育で問題なのか？」と

いうところでの議論をしていってもらうと、少し整理がしやすいのではないかと思います。

従って、今回は「問題」の部分を中心に、深く具体的にまとめていただきたいと思います。 

 

 

●その後、佐藤副議長が進行役となり、ワークショップを実施した。 

 全てのグループから問題特定シートの提出には至らなかったため、再度グループ毎に取り

まとめを行い、期日までに提出することとなった。 
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（３）その他 

・次回会議日程等 

次回会議については、事務局が議長、副議長と調整し、各委員に通知にて案内することと

なった。 

 

 

 


